
13 12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

平成27年度親と子のよい歯の
コンクール地区審査会
　6月11日（木）富岡甘楽歯科医師会（富岡甘
楽口腔保健センター）にて、「平成27年度親と
子のよい歯のコンクール」地区審査会が開催
されました。当町からは永井友美さん・悠輝く
ん親子（小坂）が町の代表として出場しました。

第19回国保グラウンドゴルフ大会
　５月19日（火）、天神平グラウンドゴルフ場（南野牧）にて、健康増進の一環として国保グラウンドゴル
フ大会が開催されました。その成績結果は次のとおりです。（参加者162名）

「県民防犯の日」記念イベントを実施しました
　毎年、「群馬県犯罪防止推進条例」の施行日である６月１６日
前後に、町民の自主防犯意識の高揚を図る目的で行われてい
る当イベントが１６日にＡコー
プ下仁田店駐車場を中心に実
施され、防犯啓発チラシと啓発
品の配布を行いました。県・警
察・下仁田町・南牧村及び防犯
ボランティア団体の富岡甘楽
地区地域安全活動推進協議会
が一体となり街頭啓発活動を
行いました。

小井土　直次

青木　保夫

永井　治男

地区

西牧

西牧

小坂

合計打数

32

32

32

1打

2

1

2

2打

6

11

7

優　勝

準優勝

第3位

※合計打数が同数だったため、順位は年齢順になっています。
●かくしゃく賞（８０歳以上）　6７名
●ホールインワン賞　　　　49名

町民ハイキング（歩け歩け）
　５月１７日(日)、物語山へのハイキング（歩け
歩け）が行われました。
　当日は、天候に恵まれ新緑の山々を眺めな
がら、楽しい１日を過ごしました。

氏　　名

（写真左より）
永井さん、小井圡さん、青木さん
（写真左より）
永井さん、小井圡さん、青木さん

第６８回町民ゴルフ大会結果
６月７日（日）下仁田カントリークラブにおいて、町民ゴルフ大会が開催され、次の方々が入賞されまし
た。おめでとうございました。（敬称略）

地域創生に係る観光協定調印式
　６月４日、一般財団法人日本自動車連盟（JAF）
群馬支部と下仁田町は、「観光協定」を締結しま
した。この協定は、当町が「人口減少問題」などの
対策のひとつとして、世界遺産「荒船風穴」や「下
仁田ジオパーク」などの地域資源を活用した取
組のなかで、相互連携により観光客増加など目
指していくものです。

総　　合

佐藤　勇二

小井土　邦夫

石井　貴康

佐藤　勇二（７４）

小井土　邦夫

白鷹　公子

福田　宇津治

白鷹　公子（８０）

グランドシニア
及び女子の部

優　勝

準優勝

第３位

ベストグロス

※総合優勝と部門優勝が同一の場合は、総合優勝を優先 写真左から（小井土邦夫さん・佐藤勇二さん）写真左から（小井土邦夫さん・佐藤勇二さん）

小学生ねぎ植え体験
　５月２２日（水）、小金澤将民さん（馬山）の指導の下、町と商工会青年部が協力し毎年育てている畑
で、下仁田小学校４年生３2人がねぎ植え体験を行いました。
　生徒は、２年前にねぎ植え体験をしており、みんな慣れた手つきで一本一本丁寧にねぎ植えを行っ
ていました。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）
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～地域貢献活動～　天神平グラウンドゴルフ場 駐車場整備
　５月１６日（土）、神戸建設株式会社様の地域貢献事業が実施されました。今回は天神平グラウンドゴ
ルフ場の駐車場整備が行われました。駐車場区画のロープ張り・柵の補修を行っていただきました。職
員やご家族が参加し、和やかな中で作業が行われきれいになりました。大変ありがとうございました。

イザという時のために
　災害時に独自の避難計画を持つ川井地区は、防災委員会（高橋孝雄委員長）を中心に５月３１日

（日）防災訓練を実施しました。
　当日は１０４名が参加し、避難場所の下仁田小学校体育館まで避難しました。

“日本ジオパーク下仁田応援団”主催
夏休み自然体験学習イベント

　下仁田ジオパークのジオサイト「世界遺産 荒船風穴」周辺を題材に、樹木の名札をつけながら、木
の名前を覚えることを目的とした体験学習を開催します。
　下仁田の自然の中、植物を見学しながら、学習してみませんか？
　併せて応援団の活動にご興味ある方も大歓迎ですのでご参加ください。
日　時　平成２７年７月２２日（水）午後１時（小学校校庭・集合）～午後４時（小学校校庭・解散）
場　所　下仁田小学校校庭～荒船風穴
対象者　小学校１年生～６年生
備　考　○日本ジオパーク下仁田応援団の団員が、講師兼お世話役を担当します。
　　　　○下仁田町役場の車で、送迎します。
申込み　下記の事務局に７月１５日までに電話もしくはＦＡＸにてお申し込みください。
問合せ先　応援団事務局（自然史館内）☎70-3070 FAX67-5315

雨天中止

下仁田町自然史館
下仁田町大字青倉１５８-1
☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

行事報告

行事予定

～おしらせ～

ネギとコンニャク・ジオパーク

※下仁田町自然史館では、午前9時～午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。※７月の休館日は６日・２１日です

問合せ先　産業観光課 観光振興係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

○群馬県庁観光展示

「下仁田ジオパーク再認定審査の年にあたってのお願い」

　初夏の美しい奥栗山渓谷を植物の専門家里見哲夫先生と歩く
観察会です。
日　時　７月１２日（日）　9：00～13：00
集　合　9：00　青岩公園
　　　　現地（栗山緑地広場）集合もできます（9：20頃）
持ち物　飲み物、軍手、歩きやすい靴、動きやすい服装など
※雨天中止（小雨の場合は栗山周辺で植物観察を予定）
申し込みは下仁田自然学校まで　☎70-3070
E-mail:nenasi@juno.ocn.ne.jp

新たなジオパークのテーマを募集します！
　「多様な大地の変動から古代人の足音まで」が現在、下仁田ジオパークのテーマとなっています。
下仁田町がジオパークに認定されて4年経過した今では、世界遺産荒船風穴・下仁田ネギ・諏訪神社例大祭なども、大地とともに暮らしてきた先人の
文化や産業として紹介しています。
そこで、現在のテーマにぴったり合う「下仁田ジオパークのテーマ」を地域の皆さんから募集をすることになりました。
そのほか下仁田ジオパークを題材にした俳句・絵画・短歌なども募集しますので、規定の申し込み用紙にご記入の上、奮ってご参加ください。
募集期間　7月1日(水)～8月31日(月)
提出場所　下仁田町役場産業観光課・下仁田町自然史館・下仁田町公民館・下仁田町歴史館・西牧出張所・観光案内所（道の駅しもにた内）
募集内容　①テーマ部門　　「一言で下仁田ジオパークを表すキャッチフレーズ（20字程度）
　　　　　②俳句部門　　　下仁田ジオパークを題材とした俳句
　　　　　③ポスター部門　下仁田ジオパークを題材とした絵画
公正審査により優秀作品は、しもにた広報で紹介するとともにお楽しみプレゼントがあります。
※応募作品の著作権など一切の権利は下仁田町に帰属します。

■下仁田自然学校主催　自然観察会
大学生のお兄さん、お姉さんと下仁田ジオパークの川や山を探検
し、自然を満喫する１泊２日の合宿です。
日　時　８月１日（土）13：00～２日(日)15：00
集　合　８月１日（土）13：00　下仁田町自然史館集合
対　象　小中学生（町内参加者は日帰り参加もできます）　　　
　約30名（先着順）
参加費　子ども　2000円
　　　　（保護者同伴の場合　大人2500円）　
※参加費には１日（土）の夕食から２日(日)の昼食まで含まれます。
持ち物や服装など詳細な案内は下仁田ジオパークＨＰをご覧くだ
さい。
　申し込みは下仁田自然学校まで　☎70-3070
E-mail:nenasi@juno.ocn.ne.jp

■夏のジオパーク探検教室2015開催

　7月に入り、水遊びがきもちいい時期です。川で水遊びをして、川原の石も一緒に見てみませんか？
　川原に落ちている石をよく見ると、色がついていたり、模様があったり、たくさんの種類の石があることに気づきます。クリッペや中央構造線、火
山活動など様々な地殻変動が集中している下仁田では、川原の石の種類も豊富です。下仁田の川原の石の詳しい情報は自然史館の展示や、下仁
田自然学校文庫の「かぶら川の石図鑑」で見ることができます。たまには石を詳しく見てみると、新しい発見があるかもしれませんよ。

川原の石を見てみよう！

　7月23日から8月13日まで、
群馬県庁31階観光展示室に下
仁田町が出展しています。下仁
田の山や荒船風穴、ジオパーク
など盛りだくさんの内容の展示
です。

　町民の皆様には、日頃からジオパーク運営に関し、ご理解ご協力を賜り厚く御礼申しあげます。下仁田ジオパークは２０１１年９
月に日本ジオパークの認定をうけて、今年で４年目の年にあたります。この秋には、下仁田町でこれまでの地域住民の理解度や地
域活動がどのように進んでいるかどうか、現地再認定審査がおこなわれます。ジオパークの推進活動では、ジオサイトの清掃活動
やその他イベントなど地域の皆様の活動実績が重要になってきます。皆様のちからと共に日本ジオパーク再認定をめざすため、
引き続きご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  下仁田町長　金井康行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ジオパーク下仁田応援団長　里見哲夫

○アジサイ祭り
　アジサイ園で開催中のア
ジサイ祭りでジオパークの
PRを行っています。開催中
は臨時案内所を設置し、ジオ
パークのスタッフや日本ジオ
パーク下仁田応援団が案内
をしています。ぜひお出かけ
ください。

○下仁田小学校総合学習
　5月22日(金)応援団員4人の皆さんによる下仁田小学校5年生
の総合学習がありました。1時間目は教室でジオパークの話や世界
遺産と世界ジオパークの違いの授業、後の2時間は野外で4か所の
ジオツアーでした。町外のお客さんにもあいさつのできる下小の生
徒からは「わかりやすい話で楽しかった!」との感想をいただきまし
た。
住民による応援団の皆さんには、日頃より清掃活動、観光ジオPR、
ガイドなど無償で積極的な活動をいただきありがとうございます。
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※下仁田町自然史館では、午前9時～午後4時まで展示室を開放しています、ぜひお出かけください。※７月の休館日は６日・２１日です

問合せ先　産業観光課 観光振興係（下仁田町自然史館）　☎７０-３０７０

○群馬県庁観光展示

「下仁田ジオパーク再認定審査の年にあたってのお願い」

　初夏の美しい奥栗山渓谷を植物の専門家里見哲夫先生と歩く
観察会です。
日　時　７月１２日（日）　9：00～13：00
集　合　9：00　青岩公園
　　　　現地（栗山緑地広場）集合もできます（9：20頃）
持ち物　飲み物、軍手、歩きやすい靴、動きやすい服装など
※雨天中止（小雨の場合は栗山周辺で植物観察を予定）
申し込みは下仁田自然学校まで　☎70-3070
E-mail:nenasi@juno.ocn.ne.jp

新たなジオパークのテーマを募集します！
　「多様な大地の変動から古代人の足音まで」が現在、下仁田ジオパークのテーマとなっています。
下仁田町がジオパークに認定されて4年経過した今では、世界遺産荒船風穴・下仁田ネギ・諏訪神社例大祭なども、大地とともに暮らしてきた先人の
文化や産業として紹介しています。
そこで、現在のテーマにぴったり合う「下仁田ジオパークのテーマ」を地域の皆さんから募集をすることになりました。
そのほか下仁田ジオパークを題材にした俳句・絵画・短歌なども募集しますので、規定の申し込み用紙にご記入の上、奮ってご参加ください。
募集期間　7月1日(水)～8月31日(月)
提出場所　下仁田町役場産業観光課・下仁田町自然史館・下仁田町公民館・下仁田町歴史館・西牧出張所・観光案内所（道の駅しもにた内）
募集内容　①テーマ部門　　「一言で下仁田ジオパークを表すキャッチフレーズ（20字程度）
　　　　　②俳句部門　　　下仁田ジオパークを題材とした俳句
　　　　　③ポスター部門　下仁田ジオパークを題材とした絵画
公正審査により優秀作品は、しもにた広報で紹介するとともにお楽しみプレゼントがあります。
※応募作品の著作権など一切の権利は下仁田町に帰属します。

■下仁田自然学校主催　自然観察会
大学生のお兄さん、お姉さんと下仁田ジオパークの川や山を探検
し、自然を満喫する１泊２日の合宿です。
日　時　８月１日（土）13：00～２日(日)15：00
集　合　８月１日（土）13：00　下仁田町自然史館集合
対　象　小中学生（町内参加者は日帰り参加もできます）　　　
　約30名（先着順）
参加費　子ども　2000円
　　　　（保護者同伴の場合　大人2500円）　
※参加費には１日（土）の夕食から２日(日)の昼食まで含まれます。
持ち物や服装など詳細な案内は下仁田ジオパークＨＰをご覧くだ
さい。
　申し込みは下仁田自然学校まで　☎70-3070
E-mail:nenasi@juno.ocn.ne.jp

■夏のジオパーク探検教室2015開催

　7月に入り、水遊びがきもちいい時期です。川で水遊びをして、川原の石も一緒に見てみませんか？
　川原に落ちている石をよく見ると、色がついていたり、模様があったり、たくさんの種類の石があることに気づきます。クリッペや中央構造線、火
山活動など様々な地殻変動が集中している下仁田では、川原の石の種類も豊富です。下仁田の川原の石の詳しい情報は自然史館の展示や、下仁
田自然学校文庫の「かぶら川の石図鑑」で見ることができます。たまには石を詳しく見てみると、新しい発見があるかもしれませんよ。

川原の石を見てみよう！

　7月23日から8月13日まで、
群馬県庁31階観光展示室に下
仁田町が出展しています。下仁
田の山や荒船風穴、ジオパーク
など盛りだくさんの内容の展示
です。

　町民の皆様には、日頃からジオパーク運営に関し、ご理解ご協力を賜り厚く御礼申しあげます。下仁田ジオパークは２０１１年９
月に日本ジオパークの認定をうけて、今年で４年目の年にあたります。この秋には、下仁田町でこれまでの地域住民の理解度や地
域活動がどのように進んでいるかどうか、現地再認定審査がおこなわれます。ジオパークの推進活動では、ジオサイトの清掃活動
やその他イベントなど地域の皆様の活動実績が重要になってきます。皆様のちからと共に日本ジオパーク再認定をめざすため、
引き続きご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  下仁田町長　金井康行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ジオパーク下仁田応援団長　里見哲夫

○アジサイ祭り
　アジサイ園で開催中のア
ジサイ祭りでジオパークの
PRを行っています。開催中
は臨時案内所を設置し、ジオ
パークのスタッフや日本ジオ
パーク下仁田応援団が案内
をしています。ぜひお出かけ
ください。

○下仁田小学校総合学習
　5月22日(金)応援団員4人の皆さんによる下仁田小学校5年生
の総合学習がありました。1時間目は教室でジオパークの話や世界
遺産と世界ジオパークの違いの授業、後の2時間は野外で4か所の
ジオツアーでした。町外のお客さんにもあいさつのできる下小の生
徒からは「わかりやすい話で楽しかった!」との感想をいただきまし
た。
住民による応援団の皆さんには、日頃より清掃活動、観光ジオPR、
ガイドなど無償で積極的な活動をいただきありがとうございます。
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加
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中
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文
化
協
会
で
は
、映
画
鑑
賞

会
と
町
民
文
化
講
座
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

思
い
切
り
泣
い
て
笑
っ
て
、暑
い

夏
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。ご

家
族
、ご
友
人
と
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
鑑
賞
会　

◇
日　

時　

８
月
７
日（
金
）　

午
後
６
時
３０
分
〜

◇
場　

所　

文
化
ホ
ー
ル

◇
映　

画　
「
ぼ
く
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」

◇
監　

督　

榊
英
雄

◇
原　

作　

な
か
む
ら
み
つ
る

「
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

◇
出　

演　

菅
井
き
ん　

岡
本

健
一　

阿
部
サ
ダ
オ　

寺
島
進

ほ
か

◇
内　

容　

多
忙
な
日
々
を
繰

り
返
す
現
代
社
会
の
中
人
々
が

忘
れ
か
け
て
い
る「
親
子
の
絆
」

「
命
の
大
切
さ
」描
い
た
珠
玉
の

感
動
作
。愛
お
し
く
て
優
し
い
家

族
の
物
語

詳
し
く
は
別
刷
り
の
チ
ラ
シ（
回

覧
版
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

７
月
１
日（
水
）よ
り
販
売
い
た

し
ま
す
。

町
民
文
化
講
座　

◇
日　

時　

９
月
4
日（
金
）　

午
後
６
時
３０
分
〜

◇
場　

所　

文
化
ホ
ー
ル

◇
講　

師　

多
田
そ
う
べ
い　

作
詞・作
曲
家
、歌
手

◇
演　

題　

笑
う
は
、心
の
エ

ネ
ル
ギ
ー「
声
を
出
し
て
笑
っ
て

い
ま
す
か
」

◇
内　

容　
「
な
み
だ
の
操
」が

大
ヒ
ッ
ト
し
た「
殿
様
キ
ン
グ
ス
」

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、解
散
後
は

執
筆
活
動
や
講
演
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。亡
く
な
ら
れ
た
息
子

さ
ん
の
話
を
交
え
な
が
ら
、生
き

る
こ
と
や
教
育
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　

笑
い
あ
り
、涙
あ
り
の
感
動
が

い
っ
ぱ
い
の
講
演
会
で
す
。ギ

タ
ー
の
演
奏
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歌
い
ま
す
。

◇
チ
ケ
ッ
ト　

５
０
０
円

７
月
２４
日（
金
）よ
り
販
売
い
た

し
ま
す
。

《
映
画
会・文
化
講
座
と
も
に
》

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
：
下
仁
田
町
公

民
館
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー・
婦
人

会・P
T
A
連
合
会・文
化
協
会

各
団
体

◇
問
い
合
わ
せ　

文
化
協
会
事

務
局（
下
仁
田
町
公
民
館
）☎
８２

―
３
５
３
５

図
書
室
ま
つ
り
開
催
し
ま

し
た
！　
　

「
子
ど
も
読
書
の
日
」に
ち
な
ん

で
行
わ
れ
ま
し
た
図
書
室
ま
つ

り
に
、幼
児・小
学
生・中
学
生
の

皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
想

文・感
想
画
を
応
募
し
て
い
た
だ

き
、今
年
は
全
部
で
２４
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。力
作
揃
い
で
図

書
館
を
利
用
す
る
方
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

課
題
図
書
が
入
り
ま
し
た
！

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
課
題
図

書「
ク
レ
ヨ
ン
か
ら
の
お
ね
が
い
！

」ほ
か
全
１５
冊
の
新
し
い
本
が
入

り
ま
し
た
。早
め
に
読
ん
で
、夏

休
み
を
め
い
っ
ぱ
い
楽
し
も
う
！

公
民
館
３
階
を
開
放
し
ま

す
！

夏
休
み
の
期
間
は
図
書
室
を
学

習
に
利
用
す
る
学
生
が
多
い
た

め
、勉
強
す
る
学
生
に
限
り
、公

民
館
３
階
の
空
室
を
開
放
し
ま

す
。（
８
：
３０
〜
１７
：
０
０
）夏
休

み
は
涼
し
い
公
民
館
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。利
用
を
希
望
す
る
人

は
、気
軽
に
２
階
の
公
民
館
事
務

室
へ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　

次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、７
月
１０
日（
金
）で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　６月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室
にお越しください。また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお
願いします

書　　名
ごんだくれ
山月庵茶会記

いものはなんだ？地獄かな
モダン

天使はここに
富岡日記と世界遺産

武道館
過去りし王国の城

著者名
西條奈加
葉室麟
花村萬月
原田ハマ
朝比奈あすか
足立裕
朝井リュウ
宮部みゆき

備　　考

新刊図書情報
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にお越しください。また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお
願いします

書　　名
ごんだくれ
山月庵茶会記

いものはなんだ？地獄かな
モダン

天使はここに
富岡日記と世界遺産

武道館
過去りし王国の城

著者名
西條奈加
葉室麟
花村萬月
原田ハマ
朝比奈あすか
足立裕
朝井リュウ
宮部みゆき

備　　考

新刊図書情報

■
ど
く
だ
み
の
一
面
に
咲
く
夕
暮
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
青

　倉
）

　清
水

　秀
子

■
畠
実
る
玉
葱
ご
ろ
と
黄
肌
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富

　岡
）

　佐
藤

　政
代

■
傘
た
た
み
新
樹
の
雫
払
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
カ
ミ
ナ
リ
が
は
る
か
か
な
た
に
光
を
発
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
勢
崎
）

　並
木
三
千
夫

■
風
穴
の
緑
束
ね
て
鳴
く
か
っ
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

【
や
ま
び
こ
俳
句
会
荒
船
支
部
句
会
報
】

■
人
好
き
な
母
の
命
日
新
茶
汲
む

　
　
　
　
　
　淑

　江

■
母
の
日
に
娘
の
気
遣
い
の
新
茶
か
な

　
　
　
　政

　子

■
麦
は
穂
に
村
駆
け
ぬ
け
る
バ
イ
ク
の
群
れ

　
　敏

　彦

■
若
衆
の
く
り
出
す
神
輿
勇
ま
し
く

　
　
　
　
　勇

　宝

■
鼻
筋
の
白
粉
目
立
つ
祭
髪

　
　
　
　
　
　
　
　ま
ち
子

■
不
遇
な
り
し
母
を
偲
べ
り
母
の
日
来
る

　
　
　光

　子

■
人
知
れ
ず
日
か
げ
で
咲
く
の
は
常
な
る
か
鹿
の
子
草
は
ふ
つ
う
と
書
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
又
来
る
よ
！
バ
ア
チ
ャ
ン
！
待
っ
て
て
？
一
才
の
曾
孫
あ
ど
け
な
い
言
葉
涙
流
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富

　岡
）

　佐
藤

　政
代

■
き
ゃ
ら
蕗
の
煮
詰
め
る
香
り
亡
母
恋
し
仕
上
げ
の
照
り
は
未
だ
母
に
な
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

き

　
　づか

こ

く

お
し
ろ
い

ひ
か
り

ふ

　ぐ
う

い
ま

ま
つ
り
が
み


